
問
題
の
所
在

ー
ー
室
町
期
の
状
態
I

助
動
祠
「
た
い
」
を
伴
っ
た
他
動
詞
か
目
的
あ
る
い
は
対
象
と
な
る
名
詞
を

と
る
楊
合
、
名
詞
に
下
接
す
る
格
助
詞
に
は
「
が
」
「
を
」
の
二
つ
が
あ
り
、

左
の
よ
う
な
二
つ
の
表
現
が
可
能
て
あ
る
。

水
が
飲
み
た
い

水
を
飲
み
た
い

後
者
の
よ
う
な
言
い
方
は
外
国
語
、
特
に
英
語
な
と
の
翻
訳
の
影
翌
て
妍
し
く

(
1
)
 

生
し
た
、
椋
準
的
て
な
い
言
い
方
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
松
村
叫

氏
の
研
究
に
よ
り
、
両
表
現
と
も
に
室
町
時
代
の
口
語
資
料
よ
り
見
え
始
め
、

特
に
後
者
を
正
し
く
（
椋
準
的
で
）
な
い
と
す
る
根
拠
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
両
者
並
存
の
問
坦
に
関
す
る
論
考
が
い
く
つ
か
公
け

に
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
現
代
語
を
巾
心
に
し
た
も
の
で
、
史
的
考
察
は
未

だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
て
は
従
来
指
摘
さ
れ
た
事
が
ら
の
再
検
討
を
も

含
め
て
、
両
表
現
の
発
生
・
成
立
期
に
あ
た
る
室
町
時
代
に
お
い
て
い
か
な
る

用
法
上
の
差
迩
が
あ
る
の
か
考
察
を
造
め
て
い
く
。
資
料
と
し
て
抄
物
、
キ
リ

(
2
)
 

シ
タ
ン
文
献
、
江
言
本
を
用
い
る
。
ま
た
江
戸
期
の
状
況
も
筒
単
に
調
査
し
参

考
と
し
た
。

諸
説
の
紹
介
と
検
討

認
査
範
囲
に
お
け
る
「
水
貪
助
詞
）
飲
み
た
い
」
の
用
例
数
を
「
が
」
「
を
」

以
外
の
助
詞
を
も
含
め
一
屁
表
に
す
る
。
（
表
I
)

(
3
)
 

「
が
」
「
を
」
を
比
較
す
る
と
、
多
く
の
資
料
て
は
「
を
」
か
若
干
優
勢
で
あ

る
か
、
虎
寛
本
狂
言
集
て
は
逆
に
「
か
」
が
「
を
」
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
資
料
の
特
性
で
あ
る
の
か
、
時
期
的
な
推
移
を
反
映
し
て
の
も
の
な

の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
水
が
飲
み
た
い
」
式
、
「
水
を
飲
み
た
い
」
式
言
い
方
の
迎
い
に
つ
い
て
の

諭
考
で
、
管
見
に
入
っ
た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

松
村
朋
「
水
を
飲
み
た
い
」
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て
（
注
1
文
献
）

田
村
す
ゞ
子
日
本
語
の
他
動
詞
の
希
望
形
・
可
能
形
と
助
詞
（
『
早
稲

田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
紀
要
』
八
昭
和
四
四
］
九
）

大
江
三
郎
願
望
の
タ
イ
の
前
で
の
ヲ
と
ガ
の
交
若
（
『
文
学
研
究
』
（
九

大
）
七

0

昭
和
四
八
l
-
―-）

久
野
障
『
日
本
文
法
研
究
』
第
四
章
「
目
的
格
を
表
わ
す
『
ガ
』
」
（
昭

小

「
水
が
飲
み
た
い
」
「
水
を
飲
み
た
い
」
式
表
現
の
用
法
差

JII 

栄
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表I

＼ 
麟 l l 

資 料 ナシ
がををもは 1 も その他

応永二十七年本論語抄 1 。。贔 。1 。1ー： なりとも 1

-．．I -•---・ 
漢書列伝竺桃抄 OI OI 0¥ OI Oi 0 をば 1

史記桃源抄 01 21 31 01 01 o の1 をば 1
-．．---'  

燈前夜話 01 01 11 01 01 O 

中華若木詩抄 01 21 31 21 21 O 
．． 

抄 I。―-0-I. 4 0 0 0 の1
抄 01 01 111 51 11 1 の1

足利本論語抄 I0 1 1 0 0 0 

塵抄 1I 4 I 14 I 1 I o I o の1
(1/5) 

詩学大成抄 11 31 41 01 01 0 
(1/2) 

天草版平家物語 01 1 I 41 61 01 1 こそ 1

天草版インホ物語 0 0 2―--0 ! 1 0 1 

虎明本狂言集 21 241 331 01 41 2 なりとも 2

虎清木狂言隻 0 3 8 0 0 0 | 
2 

記 21 371 361 3 （たし 3 をば2 でも 1
内2例）

59 
虎寛本狂言集 1 （補内 341 31 1¥ 1 なりとも 1

1例） ぞ3 こそは1

鷺流狂言集 21 301 241 11 61 0 なりとも 1 なりと1 ぞ9 でも2

※玉塵抄は巻1~10（全体の約1/5)，詩学大成抄は谷1~5（全体の約1/2)の調査。虎寛
本の「が一たい」 59例の内には，校訂者の捕いによる 1例をも含んでいる。

蒙 求

毛 与
1
i
-
．

n
 

玉

狂 言
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和
四
八
ー
六
）

右
の
論
考
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
点
は
そ
れ
ぞ
れ
多
岐
に
わ
た
る

が、

(
I
)
動
詞
と
の
関
連
性
、

(n)
文
構
造
の
迎
い
、

(m)
意
味
の
違
い
、

の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
松
村
氏
以
外
は
現
代
語
中
心
の
論
及
で
あ
り
、
本

稿
で
扱
う
室
町
期
と
は
隔
り
が
あ
る
が
、
現
代
語
に
餞
察
さ
れ
る
事
実
が
古
く

か
ら
も
存
在
し
て
い
た
の
か
確
か
め
よ
う
。
結
論
を
左
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

(
I
a
)

完
全
に
口
語
化
さ
れ
て
い
な
い
漢
語
系
の
動
詞
の
タ
イ
形
は
「
ガ
」

を
取
り
に
く
い
．

？
本
箱
が
購
入
シ
タ
イ
（
久
野
。
田
村
も
同
様
）

(
I
b
)

比
較
的
長
い
（
複
合
）
動
詞
＋
タ
イ
で
は
ヲ
が
支
配
的
で
あ
る
（
大

江）

(
I
C
)

な
ん
ら
か
の
意
味
で
「
私
」
の
方
向
へ
の
吸
収
、
吸
引
を
表
わ
す
動

詞
（
買
う
、
も
ら
う
、
借
り
る
、
習
っ
、
知
る
、
聞
く
等
）
は
ガ
を
と
り
や

す
く
、
逆
に
「
私
」
か
ら
外
に
向
っ
て
の
放
出
、
離
脱
を
表
わ
す
よ
う
な
動

詞
（
売
る
、
上
げ
る
、
貸
す
、
教
え
る
、
し
ら
せ
る
、
話
す
等
）
は
ガ
を
と

り
に
く
い
（
大
江
）

(
n
a
)

あ
な
た
の
話
を
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
聞
き
た
い

の
よ
う
に
、
目
的
語
と
動
詞
と
が
連
用
修
飾
語
な
ど
に
よ
っ
て
辿
く
離
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
目
的
語
に
は
「
が
」
よ
り
も
「
を
」
が
つ
く
の
が
ふ
つ

う
（
田
村
。
松
村
も
同
様
）

(
n
b
)

「
が
ー
た
い
」
「
を
ー
た
い
」
の
文
構
造
の
違
い
に
つ
い
て
、
松
村
、

田
村
両
氏
と
も
同
様
の
結
論
に
到
達
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
節
で
紹
介
す

る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
両
氏
の
示
し
た
図
解
を
記
す
。

水
が
＋
（
飲
み
た
い
）

水
を
＋
飲
み
＋
た
い
（
松
村
）

-1-が
|
|
（
一
飲
み
丁
ー
た
い
）

｛
書
架
一
を1
~

購
入
し
一
）
ー
ー
た
い
（
田
村
）

（皿

a
)

本
箱
か
買
い
た
い

は
、
「
私
が
買
い
た
い
と
希
望
し
て
い
る
も
の
は
本
箱
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
表
わ
し
、

本
箱
を
買
い
た
い

は
、
「
本
箱
を
買
う
と
い
う
行
為
を
行
な
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
を
表
わ
す

（
田
村
）

(
m
b
)

「
ほ
く
は
水
が
飲
み
た
い
」
で
は
「
水
」
は
「
飲
み
た
い
」
の
対
象

物
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
ほ
く
は
水
を
飲
み
た
い
」
て
は
「
水
」
は

「
飲
む
」
だ
け
の
対
象
物
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
大
江
）

（皿
C

)

1

0

以
下
の
例
（
筆
者
注
ー
氏
の
挙
例
は
省
略
す
る
。
原
論
文
を
参
照

さ
れ
た
い
）
は
、
「
：
：
た
い
」
の
前
に
助
詞
ガ
が
現
わ
れ
る
時
、
そ
れ
は
音

調
上
の
き
わ
だ
ち
と
結
び
つ
い
て
焦
点
の
位
置
を
示
す
と
い
う
こ
と
の
証
拠

に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヲ
を
と
る
名
詞
も
音
調
上
の
き
わ
だ
ち
と
結
び

つ
け
ば
焦
点
の
位
芭
に
な
れ
る
が
、
常
に
そ
う
で
あ
る
必
要
は
な
い
（
大

江）諸
氏
の
指
摘
を
室
町
の
実
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
I
a
)
に
つ
い
て
、
漢
語
系
動
同
で
は
確
か
に
「
を
」
が
多
い
。

是
ニ
ア
ウ
テ
女
ノ
礼
ヲ
談
合
シ
タ
イ
ソ
（
毛
詩
抄
ニ

216
ペ）

(

4

)

 

さ
い
は
ひ
の
事
じ
や
程
に
、
其
薬
水
を
し
ん
ぜ
て
見
た
ひ
と
存
る
が
（
虎

明
本
薬
水
）

賊
に
、
某
も
兼
々
都
を
見
物
致
し
度
い
／
＼
と
存
る
処
に
（
虎
寛
本
末
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こ
と
な
り
語
数
、
総
語
数
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
拍
数
の
多
い
動
詞
の
場
合
に

「
を
」
が
多
い
と
い
う
傾
向
は
認
め
に
く
い
。
た
だ
複
合
動
詞
の
場
合
、
助
詞

「
て
」
を
介
し
て
動
詞
と
（
補
助
）
動
詞
と
が
連
接
し
た
場
合
（
こ
れ
ら
は
当

然
拍
数
が
多
く
な
る
が
）
、
に
は
「
を
」
が
優
勢
で
あ
る
。

西
エ
ク
レ
テ
飛
テ
行
ク
日
ヲ
ツ
ナ
キ
ト
メ
タ
イ
ソ
（
詩
学
大
成
抄
五

38

表II

: 拍数

が を

こと 総 こと 総
なり なり

1 
II 2 I 331 2 I 39 

2 | 11 | 78 | 21 | 55 
3 
II 71151191 34 

4 
II 41 30 I 91 11 

5 I o | ol 11 1 
6 II 1 I 51 11 8 

複合動詞 II o | 01 41 4 
動詞＋て II 21 41 10 I 12 ＋動詞

※漢語系動詞の例，また動詞と「たい」と

の間に助動詞をはさむ例，を除く。

広
が
り
）

そ
の
花
を
所
望
致
し
た
い
が
お
く
り
や
ら
う
か
（
鷺
流
真
奪
）

「
が
」
も
一
例
管
見
に
入
っ
た
。

申
し
／
＼
。
お
新
発
意
の
お
立
ち
姿
が
拝
見
致
し
た
う
ご
ざ
り
ま
す
る

（
鷺
流
若
菜
）

石
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
が
、

(
I
a
)
は
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
I
b
)
は
、
本
稿
の
調
査
範
囲
に
お
い
て
明
瞭
な
傾
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ

な
い
。
動
詞
連
用
形
の
拍
数
と
例
数
と
の
関
係
を
表
11
に
示
す
。

オ）お
供
い
た
ひ
て
、
其
水
を
ま
い
ら
せ
て
見
た
ひ
と
思
ふ
が
（
虎
明
薬
水
）

た
だ
右
の
二
つ
の
場
合
と
も
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
た
い
」
が
連
体
・
連
用
修

飾
す
る
例
で
あ
っ
た
り
、
使
役
動
詞
の
例
で
あ
っ
た
り
等
、
別
の
理
由
で
「
を
」

と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
確
例
は
少
な
い
。

(
I
b
)
は
少
な
く
と
も
室
町
期
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
そ
う
だ
。

(
I
C
)

は
動
詞
の
表
す
動
作
の
方
向
性
と
の
相
関
を
指
摘
し
た
も
の
で
興

味
深
い
。
た
だ
「
吸
収
、
吸
引
」
と
「
放
出
、
離
脱
」
と
い
う
二
方
向
を
客
観

的
基
準
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
判
別
し
う
る
も
の
か
。
方
向
性
と
は
あ
く
ま
で
も

相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
明
確
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
な
い
動
詞
も
多
く

は
な
い
か
。
と
も
か
く
も
大
江
氏
の
線
に
沿
い
な
が
ら
考
え
て
表
III
の
結
果
を

得
た
。
（
漢
語
系
の
動
詞
は
除
く
。
意
味
の
対
と
な
る
も
の
は
左
右
に
並
べ
る
）

総
数
で
み
る
と
、
吸
収
吸
引
で
は
「
が
」
八
五
例
、
「
を
」
四
七
例
、
放
出
離

脱
で
は
「
を
」
一
六
例
、
「
が
」
三
例
で
あ
り
、

(
I
C
)

の
傾
向
は
成
立
し

て
い
る
。
大
江
氏
の
論
で
は
「
焦
点
の
位
置
以
外
で
は
」
と
い
う
但
し
書
き
が

あ
っ
て
、
も
し
焦
点
を
考
慮
し
て
い
け
ば
（
表
III
で
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い
）

も
う
少
し
明
瞭
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
焦
点
か
否
か
の
判
定
を
客
観
的

に
す
る
の
も
難
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
ま
ま
と
す
る
。

(
I
I
a
)
に
つ
い
て
｀
「
が
＋
連
用
修
飾
語
＋
動
詞
＋
た
い
」
と
な
る
例
外
が

い
く
つ
か
あ
る
が
、

ぁ
A

其
す
し
が
、
一
ほ
う
ば
り
、
ほ
う
ば
り
た
い
な
あ
（
続
狂
言
記
朝
比

奈）お
見
や
る
通
り
自
身
太
刀
を
持
た
。
此
太
刀
が
、
都
ま
で
持
て
も
ら
ひ
た

い
と
云
事
で
お
り
や
る
（
虎
寛
二
人
大
名
）

総
数
で
は
「
を
」
の
例
が
圧
倒
的
で
、
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
連
用
修
飾

- 34-



語
を
分
析
し
て
表
IV
に
示
す
。

(
I
l
b
)
（
m
a
)
（
m
b
)
は
第
四
節
で
検
討
す
る
。

(
m
c
)
の
焦
点

(
f
o
c
u
s
)

と
い
う
考
え
方
は
か
な
り
魅
力
的
に
思
わ
れ
る

が
、
焦
点
か
否
か
の
判
別
に
は
文
脈
の
慎
重
な
解
釈
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
調
べ
て
み
る
と
、
目
的
と
な
る
名
詞
に
焦
点
の
あ
る
と
き
は
、
た
し
か
に

「
が
」
が
多
い
よ
う
だ
。

乱
ヲ
避
ン
ズ
ル
ハ
カ
リ
コ
ト
ニ
、
秋
風
力
起
リ
タ
レ
ハ
呉
中
ノ
名
物
奪
菜

卜
鑢
魚
ト
ガ
食
タ
イ
ト
云
テ
、
官
ヲ
休
テ
松
江
へ
帰
夕
也
（
中
華
若
木
詩

抄
下
48
オ）

表 IIl-1

朝比奈わだいくさのやうだいかたれきかふといはしますか閻魔

王あふその時のかせん物がたりがきAたひ（虎明朝比奈）

△鬼もつともじゃ／＼。さあ／＼お姫うでおしせい△姫おれは

はらおしがしたい（狂言記外首引）

女それは定めて朗詠の詩の中にある物ぢやとがな、仰せられた

ものでござらうシテそれ／＼、その朗詠が食ひたい（鷺流岡太夫）

「を」の例もみえる。

シテ何じや、てうち／＼じや女中／＼シテ其てうち／＼を見た

い（虎寛鬼の継子）

吸収・吸引 I 放出・離脱
動 詞 1が lを 動 詞 1が 1を

取 るIo | 6 与 ふ I01 2 
はぎとる Io | 1 I I 
貰 ふ Io | 1 ゃ るIo | 4 
立ン < I o | 1 譲 るIo | 1 
いただ<i 61 3 I I 
求 むI1 | 1 | I 
借 るI° 1 1 I I 
買 ふI91 5 I I 
釣 るIo | 2 I I 
I I の < | ol 1 

I I 出 す I1 | 
゜I I 入 るIo | 1 

聞 < I 31 I 7 言 ふ I1 | 1 
承 るI5 | 8 申 す I1 | 2 
食 ふ~I 10 I 3 I I I 
飲 む|10I 2 I I I 
食 ぶ I31 

21 1 | I I 
頬ばる I21 I I 
I I 1参らすI° 1 2 

習 吋 61 1 I I 
知 るI11 2 知らすIo | 1 
心 得I1 I ゜ I I 
I I 教へ行はす Io | 1 
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大
江
氏
も
「
ヲ
を
と
る
名
詞
も
音
調
上
の
き
わ
だ
ち
と
結
び
つ
け
ば
焦
点
の
位

置
に
な
れ
る
が
、
常
に
そ
う
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
と
、
「
を
」
も
あ
り
う
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
右
の
例
に
音
謁
を
知
る
手
が
か
り
を
求
め
る
の
は
困
難

で
は
あ
る
が
、
音
国
を
抜
き
に
考
え
て
も
、

(
m
c
)
は
成
立
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

表 IV

をが／／

/‘ 

~I 立
i 1 I O Iミ

1 』
で

。誰！
そ

ー 9 9一

゜
程成連

i度 1 用

8 3 度
修

数分飾

I ---

1 23 5 （計）

※補充成分，連用修飾成分の
区別は北原保雄の説にした
がう。 （注5)

そ
補

充

。
成

ー
分

3
 

表 III-2 （総計）

放吸 I ／ 
出収

方向性／ ／ 
I 

. I.  ! / / 

離．吸
助

他脱 l引／冒／詞

I -
I I／数，I

I 3 -I 12 芍：

78 I s I 85 総：
l I I 

38 10 1 17 賛ti
104 I 16 I 47 総
I 

※没語系動詞を除く

の

11 

が

を

傾
向
性
の
指
摘

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
内
容
は
大
き
く
、

(
I
)
動
詞
と
の
関
連
性
、

(
I
I
)

文
構
造
の
違
い
、
の
二
点
で
あ
る
。
（
前
節

の
事
項
に
続
け
て
通
し
記
号
を
つ
け
る
）

(
I
d
)

使
役
の
意
味
を
含
む
動
詞
、
あ
る
い
は
動
詞
に
使
役
の
助
動
詞
の
つ

く
と
き
、
こ
の
場
合
は
「
を
」
だ
け
で
「
が
」
は
み
え
な
い

心
み
を
さ
せ
た
い
が
、
け
さ
か
ら
う
り
ぞ
め
を
せ
ぬ
程
に
な
ら
ぬ
（
虎
明

お
ば
が
酒
）

さ
て
／
＼
こ
れ
を
人
に
見
せ
た
い
な
（
同
文
山
立
）

可
然
賢
女
ヲ
マ
ク
ラ
セ
テ
教
訓
サ
セ
マ
イ
ラ
セ
テ
内
外
ヲ
治
メ
サ
セ
マ
ラ

セ
タ
イ
ソ
（
毛
詩
抄
七
560
ペ）

次
の
「
さ
す
」
の
例
は
「
が
」
で
あ
る
が
、
使
役
で
は
な
く
尊
敬
の
意
味
で
あ

る
。
（
太
郎
冠
者
が
主
人
に
言
っ
た
こ
と
ば
）

花
が
見
さ
せ
ら
れ
た
く
は
、
私
が
臭
を
見
さ
せ
ら
れ
（
続
狂
言
記
桜
評
）

使
役
表
況
は
人
を
介
し
て
行
動
を
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
前
節

(
I
C
)

の

「
放
出
・
離
悦
」
の
一
場
合
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
I
I
C
)

「
た
い
」
に
体
言
が
下
接
す
る
と
き
、
す
な
わ
ち
「
た
い
」
が
連
体

修
飾
す
る
と
き
は
、
す
べ
て
「
を
」
で
あ
る

故
二
（
「
少
」
脱
か
）
年
ノ
時
ハ
物
ナ
ト
ヲ
ャ
リ
タ
キ
心
ア
リ
（
応
永
二

十
七
年
本
論
語
抄
一
六
634
ペ）

始
呈
ノ
下
知
ヲ
下
シ
テ
イ
ワ
ル
、
コ
ト
ハ
、
吾
ヲ
ミ
タ
イ
者
ハ
ミ
ヨ
ト
イ

ワ
レ
タ
ソ
（
詩
学
大
成
抄
ニ
20
ウ）

そ
な
た
を
頼
た
ひ
事
が
有
（
虎
明
鑢
包
丁
）

こ
れ
へ
参
る
も
、
ち
と
お
び
ん
を
た
の
み
た
い
事
が
あ
っ
て
き
て
す
は
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（
虎
清
な
き
あ
ま
）

今
度
は
ち
と
腹
の
立
た
頻
を
見
た
い
物
じ
や
か
（
虎
寛
鐙
卑
）

こ
の
堀
合
に
は
「
が
」
の
例
は
み
え
な
い
。
た
だ
「
た
い
」
が
「
ほ
ど
に
」
に

接
す
る
場
合
は
、
「
を
]
と
と
も
に
「
が
」
も
あ
る
。

F
e
i
q
e
 
n
o
 y
u
r
a
i
 
g
a
 qiqitai 
f
o
d
o
n
i
 
(
天
草
版
平
家
一
）

さ
う
あ
れ
ば
、
か
た
／
＼
の
す
ま
ふ
が
見
た
ひ
ほ
ど
に
（
虎
明
鼻
取
相

撲）

右
は
「
た
い
」
に
体
言
が
つ
つ
く
と
き
「
か
」
の
あ
ら
わ
わ
る
例
外
と
も
み
ら

れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
解
釈
す
る
よ
り
も
「
ほ
ど
に
」
が
接
続
助
詞
化
し
て

い
た
証
と
み
る
方
か
よ
さ
そ
う
だ
。
「
た
い
」
に
つ
づ
く
休
言
は
、
「
こ
と
」

「
も
の
」
「
と
こ
ろ
」
等
の
形
式
名
詞
の
蝙
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
実
質
的
な
意

味
が
希
薄
で
あ
る
が
、
休
言
の
資
格
は
残
し
て
い
る
。
そ
の
差
が
「
が
ー
た

い
」
に
つ
く
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
I
I
d
)

「
た
い
」
に
用
言
が
下
接
す
る
、
す
な
わ
ち
「
た
い
」
（
「
た
く
」
あ

る
い
は
「
た
う
」
の
形
）
が
連
用
修
飾
す
る
と
告
は
、
す
べ
て
一
を
」
で
あ
る

父
母
ハ
サ
イ
／
＼
子
ヲ
ミ
ク
ク
思
フ
ニ
（
応
永
木
論
語
抄
209
ペ）

太
玉
．．． 
其
第
一
ー
一
番
メ
ノ
子
季
歴
二
皿
ヲ
ユ
ツ
リ
タ
ク
ヲ
モ
ワ
レ
タ
（
燈
前

夜
話
149
ペ）

ま
こ
と
に
神
ほ
と
け
の
人
間
を
た
す
け
た
う
お
ば
し
め
し
て
（
虎
清
薬

水）何
卒
総
検
校
の
を
承
り
た
う
存
じ
ま
す
る
（
翌
流
茶
殷
座
頭
）

「
た
い
」
の
下
に
く
る
の
は
「
思
ふ
」
「
存
ず
」
「
お
ぽ
し
め
す
」
等
、
思
惟

を
意
味
す
る
動
詞
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
「
が
」
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、

「
た
い
」
に
「
ご
ざ
る
」
「
お
ぢ
ゃ
る
」
「
な
い
」
等
の
陳
述
を
あ
ら
わ
す
補
助

用
言
が
つ
く
と
き
に
は
、
「
を
」
だ
け
で
な
く
「
が
」
（
左
第
二
例
以
下
）
も
あ

り
う
る
。是
は
ま
づ
御
亭
主
の
思
召
を
示
り
度
う
御
座
る
（
虎
寛
緩
罪
人
）

そ
れ
な
ら
ば
一
刻
も
早
う
お
目
見
え
が
致
し
た
う
ご
ざ
る
（
鷺
流
今
参
）

声
ガ
キ
、
タ
ウ
モ
ナ
イ
ソ
（
歪
陀
抄
一

28
ペ）

と
て
も
の
事
に
立
ち
姿
が
見
た
う
お
り
や
る
（
鷺
流
月
見
座
頭
）

い
や
其
子
細
が
、
聞
た
う
お
ぢ
や
る
（
狂
言
記
鹿
狩
）

右
は
補
助
用
言
の
意
義
実
質
を
補
う
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
連
用
修
飾
関
係
と

は
区
別
し
て
扱
わ
れ
る
へ
き
も
の
で
あ
る
。

(
I
I
e
)

疑
問
語
が
目
的
と
な
る
と
き
は
「
が
」
が
用
い
ら
れ
る

何
が
か
ひ
た
ひ
ぞ
（
虎
明
粟
田
口
）

い
か
や
う
の
仏
が
か
い
た
い
ぞ
（
狂
言
記
外
金
袢
辿
蔵
）

書
た
物
を
見
た
か
、
大
む
か
し
中
昔
当
批
様
と
い
ふ
て
三
通
り
有
る
が
、

わ
ご
り
よ
は
何
れ
が
な
ら
ひ
た
い
ぞ
（
虎
寛
音
曲
聟
）

た
だ
「
を
」
の
例
も
一
っ
管
見
に
入
っ
た
C

先
大
昔
、
中
む
か
し
、
当
批
や
う
と
て
、
三
段
有
が
、
ど
れ
を
な
ら
ひ
た

ひ
ぞ
（
虎
明
音
曲
聟
）

虎
寛
本
の
右
に
あ
た
る
部
分
は
既
に
掲
け
た
よ
う
に
「
か
」
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
大
江
氏
の
論
ず
る
「
焦
点
」
に
関
連
さ
せ
て
考
え
ら
れ
る
。
文

中
に
お
け
る
未
知
の
内
容
（
こ
こ
て
は
疑
問
語
）
は
そ
の
文
に
お
け
る
焦
点
に

な
り
や
す
く
、
ま
た
「
が
」
も
焦
点
と
な
る
名
詞
を
う
け
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
た
め
に
、
疑
問
語
を
目
的
と
す
る
と
き
に
は
「
が
」
の
例
が
多
い
の
だ
と
説

明
で
き
よ
う
。
た
だ
、
「
を
」
が
焦
点
を
う
け
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
、

事
実
、
虎
明
本
の
例
の
よ
う
に
「
ど
れ
を
な
ら
ひ
た
ひ
ぞ
」
と
い
う
「
を
」
の

場
合
も
あ
る
が
、
「
が
」
に
比
べ
て
例
が
少
な
い
。

(
I
I
f
)

淡
然
と
抽
象
化
し
た
意
味
の
「
も
の
」
が
目
的
と
な
る
と
き
は
「
が
一
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苧
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四
だ
け
で
「
を
」
は
み
え
な
い

モ
ノ
カ
云
タ
イ
ハ
、
キ
カ
ウ
欺
卜
云
ソ
（
史
記
抄
高
祖
本
紀
口
152
ペ）

申
々
む
か
ひ
な
御
方
に
物
が
と
い
た
う
御
ざ
る
（
虎
明
入
間
川
）

ャ
イ
／
＼
、
向
ひ
な
者
に
物
が
と
ひ
度
い
と
云
は
こ
ち
の
事
か
（
虎
寛
入

間
川
）

申
し
／
＼
、
そ
れ
に
ご
ざ
る
お
方
に
物
が
尋
ね
た
う
ご
ざ
る
（
鷺
流
川
上

座
頭
）

次
に
か
か
げ
る
例
で
は
「
物
を
ー
た
い
（
た
し
）
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
何
か
具
体
的
な
物
質
を
意
味
す
る
も
の
で
右
掲
の
諸
例
と
は
異
な
る
。

故
二
（
「
少
」
脱
か
）
年
ノ
時
ハ
物
ナ
ト
ヲ
ャ
リ
タ
キ
心
ア
リ
（
応
永
本

論
語
抄
一
六
634
。へ）

右
は
連
体
修
飾
と
な
る
例
で
も
あ
っ
て
「
を
」
を
と
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ

れ
は
放
出
離
脱
の
例
で
あ
る
。

以
上
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。

再
確
認
さ
れ
た
先
学
の
指
摘

(
I
a
)
（
I
C
)
（
I
I
a
)
（
IIIC)

こ
の
稿
に
お
け
る
新
た
な
指
摘

(
I
d
)
（
I
I
C
)
（
I
I
d
)
（
I
I
e
)
（
I
I
f
)

右
の
う
ち
、

(
I
a
)
（
I
d
)
（
I
I
C
)
（
I
I
d
)
（
I
I
e
)
（
I
I
f
)
に
つ
い
て

の
用
例
数
を
表
＞
に
示
し
て
お
こ
う
。

格
表
示
機
能
と
文
構
造
の
検
討

事
実
の
解
釈
を
ふ
ま
え
つ
つ
「
が
ー
た
い
」
と
「
を
ー
た
い
」
と
の
文
法
的

な
違
い
を
考
え
て
み
た
い
。

二
つ
の
助
詞
の
あ
ら
わ
す
格
を
考
え
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

水
が
飲
み
た
い

と
い
う
言
い
方
は
存
在
す
る
が
、
「
た
い
」
を
取
り
去
っ
た
、

水
が
飲
む

と
い
う
言
い
方
は
存
在
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
が
」
が
目
的
語
に
関
わ
る
と

い
う
の
も
「
動
詞
＋
た
い
」
を
述
語
と
し
た
場
合
で
あ
り
、
「
が
」
が
一
般
的

に
目
的
格
を
あ
ら
わ
す
わ
け
で
は
な
い
。
特
殊
な
場
合
と
い
え
る
。
こ
れ
は
「
を
」

が
本
来
的
に
目
的
格
を
あ
ら
わ
す
こ
と
と
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
動

詞
の
目
的
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
よ
う
な
と
き
は
、
一
般
に
「
を
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
だ
。
一
例
と
し
て
使
役
表
現
に
は
「
が
」
が
用

い
ら
れ
な
い
事
実

(
I
d
)
が
あ
る
。
使
役
表
現
に
お
い
て
は
、

誰
が
（
主
格
）
誰
に
（
使
役
格
）
何
を
（
目
的
格
）
ど
う
し
た

の
よ
う
に
、
格
相
互
の
関
係
が
明
確
に
対
比
さ
れ
て
く
る
。
「
が
」
は
本
来
主

格
（
よ
り
古
く
は
連
体
格
）
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
か
ら
、
主
格
と
目
的
格
と
の

混
同
を
さ
け
る
た
め
に
も
、
「
を
」
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
つ
の
助
詞
の
あ
ら
わ
す
格
の
違
い
は
次
の
よ
う
な
例
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
動
作
の
主
体
と
目
的
物
と
が
―
つ
の
文
中
に
接
近
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
き

は
（
左
の
最
初
の
例
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
）
「
が
」
が
連
続
す
る
こ

（
補
注
）

と
は
一
般
的
に
な
い
。

呉
ノ
張
翰
ガ
故
郷
ノ
奪
菜
卜
鑢
ノ
鎗
ガ
ク
イ
タ
イ
ト
呉
工
帰
タ
コ
ト
ア
リ

（
玉
塵
抄
一

0683
。へ）

吾
ガ
名
姓
ヲ
紙
ニ
カ
イ
テ
カ
ウ
云
者
ガ
御
目
ニ
カ
ヽ
リ
タ
イ
御
礼
ヲ
マ
ウ

シ
タ
イ
ト
云
テ
ソ
ノ
カ
イ
タ
名
ヲ
出
ソ
（
同
四
497
。へ）

其
人
が
、
す
ま
ふ
を
も
と
り
ほ
う
こ
う
を
も
致
す
者
を
か
A

へ
た
ひ
と
申

て
（
虎
明
蚊
相
撲
）

田
舎
者
が
、
地
蔵
を
誂
へ
た
い
と
い
ふ
て
、
町
中
を
呼
ば
は
つ
て
ま
は
つ

た
程
に
（
続
狂
言
記
六
地
蔵
）

、

、

身
ど
も
が
試
を
し
た
い
と
い
ふ
も
別
の
事
で
は
な
い
（
虎
寛
河
原
太
郎
）
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動
作
主
体
に
「
が
」
以
外
の
助
詞
（
「
の
」
「
は
」
「
も
」
等
）
が
つ
く
と
き
は
、

「
が
ー
た
い
」
も
あ
る
。

こ
な
た
は
兼
て
教
化
が
聞
た
い
と
被
仰
て
御
ざ
る
（
虎
寛
布
施
無
経
）

右
の
諸
例
は
「
が
」
の
近
接
を
避
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
格
に

「
が
」
が
用
い
ら
れ
る
と
き
は
目
的
格
に
は
「
を
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
本
来
的
に
「
が
」
は
主
格
、
「
を
」
は
目
的
格
で
あ
っ
て
、
「
が
」

は
動
作
主
体
と
、
「
を
」
は
目
的
物
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
の
で
あ
る
。

「
を
ー
た
い
」
の
文
の
構
造
を
図
示
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ー

↓

↑

（

主

格

）

ー
↓
↑
ー
ー
（
目
的
格
）

私
は
水
を
飲
み
た
い

「
が
ー
た
い
」
「
を
ー
た
い
」
の
文
構
迄
に
つ
い
て
、
松
村
、
田
村
両
氏
の
説

(
I
I
b
)
が
あ
る
。
図
解
を
み
る
か
ぎ
り
、
「
を
ー
た
い
」
に
関
し
て
若
干
の

相
違
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
松
村
氏
は
、

「
を
」
で
示
さ
れ
る
希
望
の
対
象
か
、
動
祠
＋
「
た
い
」
の
う
ち
て
も
特

に
動
詞
の
方
を
志
向
す
る
気
持
が
強
く
表
わ
さ
れ
て
い
る

と
述
へ
、
田
村
氏
も
、

希
望
形
動
詞
の
目
的
語
が
「
を
」
を
伴
っ
て
い
る
の
は
、
「
目
的
語
＋
を

＋
動
詞
」
の
全
体
に
語
尾
「
た
い
」
が
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
述
べ
て
、
「
目
的
語
＋
を
」
と
動
詞
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
指
摘
す
る
点

で
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
の
考
え
は
、
助
詞
「
を
」
の
格
と
い
う
観
点
か
ら
迄

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
点
に
お
い
て
両
氏
と
一
致
し
て
い
る
。
「
が
ー
た

い
」
に
つ
い
て
、
松
村
氏
は
、

「
が
」
て
示
さ
れ
る
希
望
の
対
象
が
、
動
詞
＋
「
た
い
」
の
全
体
を
一
語
的

に
し
て
、
そ
の
全
体
に
か
か
っ
て
い
く

と
、
田
村
氏
は
、

さ
ら
に
文
体
の
相
迅
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
よ
う
。
結
論
を
先
に
述

べ
る
と
、
「
か
ー
た
い
」
は
よ
り
口
語
的
で
く
だ
け
た
や
わ
ら
か
い
表
現
で
あ

り
、
「
を
ー
た
い
」
は
よ
り
文
語
的
で
あ
ら
た
ま
っ
た
か
た
い
表
現
で
あ
る
。

左
は
文
体
の
差
を
考
え
る
う
え
の
適
例
で
あ
ろ
う
。

（
大
名
）
い
や
是
に
川
が
有
よ
、
か
ち
わ
た
り
と
は
見
へ
た
が
、
ふ
か
さ
う

な
、
わ
た
り
ぜ
が
し
り
た
ひ
な
（
太
郎
冠
者
）
誠
に
ふ
か
さ
う
に
み
え
て
ご

ざ
る
ほ
ど
に
、
渡
瀬
を
と
ひ
た
う
御
ざ
る
（
虎
明
入
間
川
）

大
名
と
太
郎
冠
者
の
言
葉
遠
い
に
身
分
の
上
下
が
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
大
名

の
こ
と
ば
は
目
下
の
太
郎
冠
者
に
対
し
て
の
も
の
だ
け
に
ぞ
ん
ざ
い
で
敬
語
を

用
い
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
太
郎
冠
者
の
は
非
常
に
て
い
ね
い
で
「
ご
ざ

る
」
の
敬
語
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
名
は
「
か
ー
た
い
」
を
、
太
郎
冠

五
動
詞
に
「
た
い
」
が
つ
き
、
そ
う
し
て
で
き
た
希
望
形
が
、
「
目
的
語
＋
が
」

と
統
合
し
て
い
る

と
述
べ
、
共
に
「
動
詞
＋
た
い
」
全
体
と
「
目
的
語
＋
が
」
と
が
関
係
す
る
こ

(

7

)

 

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
原
保
雄
氏
も
、

v

>

t

ー

私
は
水
が
飲
み
た
い

と
分
析
し
て
、
「
飲
み
た
い
」
が
「
私
は
」
（
主
語
）
と
「
水
が
」
（
対
象
語
）
と

に
同
等
に
関
係
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
水
が
飲
み
た
い
」
の
言
い
方
は
可
能

で
あ
っ
て
も
、
「
水
が
飲
む
」
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
も
、
「
水
が
」
―

は
「
飲
み
た
い
」
全
体
に
関
係
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
筆
者
に
も
異
論
は

な
い
。
ち
な
み
に
、
前
節
で
紹
介
し
た

(
m
a
)
（
m
b
)
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
文
構
造
に
某
い
て
語
相
互
の
意
味
上
の
関
連
を
考
え
て
み
れ
ば
、
と
も
に

承
認
し
う
る
指
摘
と
い
え
よ
う
。

文
体
の
検
討
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六

者
は
「
を
ー
た
い
」
を
使
っ
て
い
る
。
次
を
み
よ
う
。

立
頭
い
づ
れ
も
お
若
い
衆
の
仰
せ
ら
る
る
は
、
「
米
市
御
料
人
は
承
り
及

う
だ
美
人
ぢ
や
げ
な
。
お
盃
を
戴
き
た
い
」
と
仰
せ
ら
る
る
程
に
、
戴
か

せ
て
く
れ
さ
し
ま
せ
ご
，
や
あ
／
＼
何
と
仰
せ
ら
る
る
。
こ
の
お
御
料

人
の
お
盃
が
戴
き
た
い
立
頭
な
か
／
＼
シ
テ
あ
の
こ
の
お
御
料
人
の
お

盃
か
。
（
笑
）
こ
れ
は
お
宕
い
衆
の
戯
れ
事
て
が
な
ご
ざ
ら
う
（
鷺
流
米
市
）

立
頚
が
シ
テ
に
頼
み
ご
と
を
す
る
場
面
て
あ
る
。
立
頭
は
下
手
に
出
て
腰
か
低

く
こ
と
は
遣
い
も
て
い
ね
い
だ
が
、
シ
テ
ぱ
横
柄
な
態
度
を
と
り
つ
づ
け
て
い

る
。
シ
テ
も
敬
語
を
用
い
て
は
い
る
か
相
手
の
頼
み
を
一
笑
に
付
す
な
ど
高
飛

車
な
姿
努
を
く
ず
さ
な
い
。
「
が
—
た
い
」
は
シ
テ
が
、
「
を
ー
た
い
」
は
立

頭
が
用
い
て
い
る
。
~

文
体
の
考
察
の
材
料
と
し
て
さ
ら
に
次
の
ボ
実
が
あ
る
。
天
平
版
平
家
物
語

に
お
い
て
、
「
が
ー
た
い
」
一
例
は
物
語
冒
頭
の
右
馬
の
允
の
こ
と
ば
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
が
（
既
掲
）
、
「
を
ー
た
い
」
四
例
は
す
べ
て
喜
一
の
語
り
て
あ
(
8
)
 

る
。
天
草
版
平
家
物
語
は
全
般
的
に
当
時
の
口
語
体
て
書
か
れ
て
い
る
か
、
詞

箪
の
本
文
は
覚
一
別
本
、
百
二
十
句
本
の
平
家
物
語
に
近
似
し
て
お
り
、
右
馬

の
允
と
喜
一
と
の
対
話
部
に
比
へ
れ
ば
文
語
的
色
彩
を
多
分
に
残
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

(
I
a
)
も
文
体
差
の
あ
ら
わ
れ
と
み
ら
れ
る
。
淡
語
系
の
動
詞
は
当
時
に

あ
っ
て
も
文
語
的
て
あ
り
、
口
語
表
現
て
は
文
語
表
現
よ
り
も
使
わ
れ
る
漢
語

は
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
漠
語
系
動
詞
の
場
合
に
「
が
ー
た

い
」
が
少
な
い
の
は
、
「
が
ー
た
い
」
が
「
を
ー
た
い
」
よ
り
口
語
的
で
あ
る

(
9
)
 

か
ら
で
あ
ろ
う
。

江
戸
期
の
状
態
と
今
後
の
課
題

江
戸
期
に
お
い
て
も
「
か
ー
た
い
」
「
を
ー
た
い
」
両
表
現
の
並
立
が
み
ら

れ
る
が
、
室
町
期
に
み
ら
れ
た
用
法
に
一
部
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
ま
す

使
役
表
現
に
も
「
が
—
た
い
」
が
用
い
ら
れ
て
く
る
。

皆
是
そ
な
た
の
親
の
為
陶
に
書
防
有
る
な
ら
ば
、
愛
が
立
ち
わ
り
見
せ
た

い
と
打
叩
い
た
る
胸
当
も
（
近
松
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
）

一
度
は
親
に
も
成
り
を
ら
う
。
腟
の
中
が
知
ら
せ
た
い
（
近
松
山
綺
与
次

兵
衛
奇
の
門
松
）

ァ
A

御
病
気
で
な
く
は
且
那
の
力
か
見
せ
た
い
な
（
浄
瑠
瑚
ひ
ら
か
な
盛

衰
記
）

是
よ
り
又
油
堀
の
、
蝶
兵
衛
が
貸
載
か
見
せ
た
い
（
洒
落
本
辰
巳
之
園
）

ま
た
、
「
た
い
」
に
休
言
か
下
接
す
る
場
合
に
「
が
」
と
な
る
例
も
み
え
て
く
る
。

吉
野
初
瀬
の
花
よ
り
も
、
恋
し
き
夫
か
見
た
い
物
。
う
た
て
の
を
ど
り
や

な
（
近
松
平
家
女
訟
嶋
）

ヱ
、
ど
う
ぞ
こ
い
っ
を
引
捕
へ
て
御
飯
美
か
瓜
ひ
た
い
物
じ
や
が
（
歌
舞

伎
韓
人
漠
文
手
管
始
）

お
ら
は
花
よ
り
朝
比
奈
切
通
の
団
子
か
く
い
た
い
も
の
だ
（
黄
表
紙
高
浸

斉
行
脚
日
記
）

そ
っ
ち
へ
手
紙
か
や
り
た
い
事
が
あ
っ
て
も
、
と
ふ
も
や
り
に
く
い
（
洒

落
本
遊
子
方
言
）

江
戸
期
の
状
態
に
つ
い
て
詳
細
な
謁
査
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず

右
の
二
点
を
指
摘
す
る
。

「
が
ー
た
い
」
と
「
を
ー
た
い
」
と
は
現
在
に
お
い
て
も
並
立
し
て
い
る
が
、

い
か
な
る
用
法
上
の
差
迩
が
あ
る
の
か
。
室
町
期
に
み
ら
れ
た
傾
向
性
が
江
戸

期
を
経
て
い
か
に
現
在
に
連
な
っ
て
く
る
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
よ
う
。
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A
調
査
文
献
＞

資
料
と
し
た
文
献
は
次
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。

応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
、
燈
前
夜
話
、
蒙
求
抄
、
毛
詩
抄
、
足
利
本
論
語
抄
、
玉
塵

抄
、
以
上
中
田
祝
夫
『
抄
物
大
系
』
。
中
華
若
木
詩
抄
、
天
草
版
平
家
物
語
、
以
上
『
勉

誠
社
文
庫
』
。
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
、
尾
道
短
期
大
学
国
文
研
究
室
『
野
記
伽
誓
胃

伝
竺
桃
抄
』
。
史
記
桃
源
抄
、
亀
井
孝
・
水
沢
利
忠
『
史
記
桃
源
抄
の
研
究
本
文
篇
』

詩
学
大
成
抄
、
柳
田
征
司
『
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
篇
』
。
天
草
版
伊
曽

保
物
語
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
『
叡
鰐
虹
伊
曽
保
物
語
』
。
虎
明

本
狂
言
集
、
笹
野
堅
『
古
本
能
狂
言
集
』
、
池
田
広
司
・
北
原
保
雄
『
大
蔵
虎
明
本
狂

言
集
の
研
究
本
文
篇
』
。
虎
清
本
狂
言
集
、
林
田
明
「
虎
清
本
狂
言
」
（
『
近
代
語
研
究
』

3
)
。
狂
言
記
、
木
版
本
に
よ
る
。
虎
寛
本
狂
言
集
、
笹
野
堅
『
能
狂
言
上
中
下
』
（
『
岩

波
文
庫
』
）
。
鷺
流
狂
言
集
、
古
川
久
『
狂
言
集
上
中
下
」
（
『
日
本
古
典
全
書
』
）
。

そ
の
他
、
江
戸
期
の
資
料
と
し
た
諸
作
品
は
左
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
た
。

『
西
鶴
集
上
下
』
、
『
近
松
浄
瑠
璃
集
上
下
』
、
『
浄
瑠
璃
集
上
下
』
、
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』
、

『
歌
舞
伎
脚
本
集
上
下
』
、
『
黄
表
紙
洒
落
本
集
』
、
『
浮
世
風
呂
』
（
以
上
、
『
日
本
古
典

文
学
大
系
』
）
。
『
浮
世
床
』
（
『
日
本
古
典
全
書
』
）
。

(1)「『水を飲みたい』という言い方について」（『東京女子大学論集』一

ーニ昭二六ー三）、後『江戸語東京語の研究』（昭三ニー四）所収。

「水を飲みたい」式言い方が正しくないとされたことも紹介されてい

る。本稿での引用は後者による。

(2)狂言の言語は室町時代の口語資料と一般に考えられているが、現存

する文献では天正狂言本のほかは江戸以降のものであり、また舞台言

語という特殊性もあって、資料的信頼性に問題がなくはない。

(3)松村氏の論文では「をも」の例も「を」に準じているが、「をも」

に対する「がも」はないのだから本稿ではそのような扱いをしない。

(4)この例の「を」は「しんぜて」と関係し「しんぜて見たひ」とは関

がた 予た
し‘ し‘

> >
天草版平家物語 II 1 II 。
虎明本狂言集 6 1 

虎清本狂言集 I 1 o 

狂言記 II 2 I 。
虎寛本狂言集 4 I 。
鷺流狂言集 1 I 。
※上記以外の資料には噂一

たいほどに」はみえない。

係
し
な
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、

都
迄
此
太
刀
が
持
て
も
ら
ひ
た
い
と
申
事
で
お
り
や
る
（
虎
寛
昆
布
売
）

の
よ
う
な
「
が
ー
た
い
」
の
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
を
」
は
「
動
詞
＋
て
＋
（
補

助
）
動
詞
＋
た
い
」
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
。

(
5
)

「
補
充
成
分
と
連
用
修
飾
成
分
ー
|
渡
辺
実
氏
の
連
用
成
分
に
つ
い
て
の
再
検

討
ー
ー
」
（
『
国
語
学
』
九
五
昭
四
八
ー
―
二
）
。
『
日
本
語
助
動
詞
の
研
究
』
本

編
I
第
五
章
（
昭
五
六
ー
―
一
）
。

(
6
)

む
し
ろ
こ
の
場
合
は
「
が
」
が
通
常
で
「
を
」
は
例
外
的
で
あ
る
。
資
料
ご
と

の
例
数
を
示
す
。

(
7
)

「
助
動
詞
の
相
互
承
接
に
つ
い
て
の
構
文
論
的
考
察
」
（
『
国
語
学
』
八
三
、
昭

四
五
ー
ー
ニ
）
。
『
日
本
語
助
動
詞
の
研
究
』
本
編
I
第
四
章
。

(
8
)

亀
井
高
孝
・
阪
田
雪
子
翻
字
『
ハ
ビ
ア
ン
抄
キ
リ
シ
タ
ン
版
平
家
物
語
』
（
昭

四
一
ー
一

0
)、
清
瀬
良
一
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
口
訳
語
の
存
立
状
態
」

（
『
国
語
学
』
七
四
、
昭
四
三
ー
九
）
等
。
清
瀬
氏
は
天
草
版
平
家
の
口
訳
に
つ
い

て
、
右
論
文
の
中
で
、

両
本
文
（
天
草
版
平
家
と
古
典
平
家
の
こ
と
ー
筆
者
注
）
を
対
比
し
て
み
る

と
、
前
半
の
部
分
に
お
い
て
は
、
お
し
な
べ
て
、
口
訳
に
手
の
加
わ
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
語
旬
、
口
語
性
の
豊
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
語
句
が
多
く
見
ら
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れ
、
口
訳
語
句
の
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
八
平
家
＞
（
古
典
平

家
ー
筆
者
注
）
の
表
現
面
と
の
へ
だ
た
り
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
後

半
の
部
分
に
お
い
て
は
、
全
般
的
に
逐
語
訳
が
か
な
り
目
立
ち
、
あ
る
種
の
文

語
的
な
語
詞
が
偏
っ
て
見
ら
れ
る
な
ど
、
八
平
家
＞
の
表
現
面
と
密
着
し
た
文

の
運
び
に
な
っ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。

(
9
)

久
野
障
氏
（
『
日
本
文
法
研
究
』
）
は

(
I
a
)
に
つ
い
て

「
主
語
ガ
十
目
的
語
ガ
：
．
」
構
文
が
純
粋
な
大
和
こ
と
ば
系
の
動
・
形
容
・
形

容
動
詞
形
に
由
来
し
、
漢
語
系
動
詞
を
こ
の
。
ハ
タ
ン
に
用
い
る
と
、
ス
タ
イ
ル

の
不
釣
合
い
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
氏
の
指
摘
は
「
が
ー
た
い
」
だ
け
で
な
く
、
「
目
的
語
＋
ガ
」

と
な
り
う
る
構
文
全
体
（
「
動
詞
＋
タ
イ
」
の
ほ
か
、
能
力
を
表
わ
す
形
容
詞
・
形

容
動
詞
、
内
部
感
情
を
表
わ
す
形
容
詞
・
形
容
動
詞
、
そ
の
他
全
部
で
六
つ
の
場

合
を
あ
げ
て
い
る
）
を
見
わ
た
し
た
う
え
で
の
発
言
で
あ
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
。

（
補
注
）
田
中
章
夫
氏
は
「
助
詞
③
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
語
7
文
法
II
』
昭
五
ニ
ー
ニ
）

に
お
い
て
、
ガ
格
が
重
な
っ
て
現
わ
れ
る
場
合
に
「
水
ガ
飲
み
た
い
」
が
「
水

ヲ
飲
み
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
置
き
か
え
ら
れ
る
こ
と
の
著
し
い
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
次
に
「
水
が
飲
み
た
い
」
の
「
水
が
」
を
文
法
的
に
ど
う
見
る
か
に

つ
い
て
、
主
語
（
松
村
明
ほ
か
多
数
）
、
対
象
語
（
時
枝
誠
記
、
北
原
保
雄
）
、

目
的
語
（
田
村
す
ゞ
子
、
久
野
障
）
と
見
解
が
わ
か
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に

結
着
を
つ
け
る
こ
と
は
本
稿
で
は
保
留
し
た
い
。

付
記
草
稿
成
っ
て
後
、
北
原
保
雄
先
生
に
御
一
読
い
た
だ
き
、
細
か
な
点
に
い
た
る

ま
で
御
批
正
を
た
ま
わ
っ
た
。
田
中
章
夫
、
土
屋
信
一
両
先
生
に
も
御
教
え
を
た

ま
わ
っ
た
。
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
日
本
語
学
）
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